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営農
情報

作物・営農・技 術・資材などの
情報をお届けし ます。



１.病害虫防除
品　種 対象病害虫 防除時期 農薬名 希釈倍数

温　州
貯蔵病害 収穫前

ベルクートフロアブル 2,000 倍

トップジン M 水和剤 2,000 倍

又は、ベンレート水和剤 4,000 倍

越冬害虫 12/ 下～ 1 月 / 中 ハーベストオイル 60 倍

中　晩　柑

貯蔵病害
（1 回目） 11 月下旬

ベルクートフロアブル 2,000 倍

トップジン M 水和剤 2,000 倍

又は、ベンレート水和剤 4,000 倍

貯蔵病害
（2 回目） 12 月中旬

ベルクートフロアブル 2,000 倍

トップジン M 水和剤 2,000 倍

又は、ベンレート水和剤 4,000 倍

２．施肥、葉面散布
○通常タイプ

施肥時期 品種名 １０a 当たり
施肥量 肥料名

11月上旬

ポンカン・早生・
中熟・普通温州 ５袋

ニュー熊本果樹
３号清見・河内晩柑

甘夏・パール柑 ３袋

デコポン ４袋

果
樹 １１月・１２月の柑橘園管理 原口　悠貴

下島営農指導センター
080-2725-7775

果　樹

３．デコポンとポンカンの水腐れ軽減対策
水腐れ軽減のためにジベレリンを散布し、青果率向上を行いましょう。また、散布適期を逃さないよう、貯蔵病害の薬剤散布前に
単剤で行いましょう。

○ジベレリン液剤 40 ｍｌの場合
対象品種 薬剤名 使用濃度 1 ビン当たりの水量 実施時期 収穫前日数
デコポン ジベレリン液剤 １ppm 200ℓ 着色終期 ７日前まで

ポンカン ジベレリン液剤 0.5ppm 400ℓ 　着色始期～４分着色期　　　21日前まで

　１１月に入り、徐 に々冬期の対策が必要になってきます。
冬場は肺炎や下痢など、子牛の病気等が発生しやすく、そ
の対応が生産性に直結するため、飼養管理を見直してみ
ましょう。

冬場の疾病対策
①出生時にしっかり初乳を飲ませる（１～２時間以内、遅くて
も１２時間以内が理想）
②母牛へのワクチン接種によって子牛への移行抗体を強
める
③分娩前の増飼いをし、子牛の状態を向上させる。
④密飼いを避け、ストレスを低減させる。

⑤空気の通り道を作り、換気を良くしておく。
⑥敷料をこまめに交換し、乾燥させておく。
⑦断熱材、マット、ヒーター、ベストなど使用し、気温・体温を
調整する。
⑧餌場や哺乳ビン、哺乳ロボットなど掃除をこまめに行う。
⑨５種混合ワクチンの接種

　肺炎、下痢などの疾病は子牛の発育を阻害するだけで
なく、同じ牛舎内にいる他の牛にも感染し悪影響が広がりま
す。上記の対策を実施して経済的損失の影響を最小限に
とどめ、安定した畜産経営を目指しましょう。

○収穫が終わった品種は樹勢回復対策を行いましょう。
資材名 使用倍数 備考
尿素　
又は

アミノジューシーＮ14
又は

神協スピリッツ

500倍 収穫後３回以上
集中散布

子牛の寒冷対策について 園田　遼海
下島営農指導センター
080-1795-9380

畜　産畜
産
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